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195 胎児不整脈は帝切の 適応 か ？ 196　　　 実験的ラ ッ ト IUGR 胎仔 に お け る

Oxidative　stress の 検 討
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目的 ：徐脈型 、 頻脈型の 胎児不整脈では心 拍数図

か らの 分娩時胎児評価が 困難で あ り、 帝切が選択

され る こ とも多い 。 そこ で 胎児動脈血酸素飽和度

（SpO2＞モ ニ タ リングによ る胎児評価 の 意義を検討

する こ とを目的とした。

方法 ： イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得た上で 硬膜

外麻酔下 に選択的分娩誘発 を行 っ た 5 例 の胎児不

整脈（先天性完全房室 ブ ロ ッ ク、CCHB ，3 例、上室

性頻拍症、SVT2 例）を対象に分娩時に SpO2 モ ニ

タ リン グを行 っ た。5 例は い ずれ も心奇形を認め

ず、CCHB の 3 例 は超音波 M モ ー ド法に よ り出

生 前診断され バ イ オ フ ィ ジカル プ ロ フ ァ イル、心

機能評価 に よ り妊娠管理 された 。 なお 3 例の 母体

抗 SSA、抗 SSB 抗体は陽性であ っ た。　 SpO2 は反

射型セ ンサー
（NeUcor　FS・10）を人工 破膜後に胎

児 頬部に装着 し、胎児用に キャ リブ レー
シ ョ ン さ

れ た パ ル ス オ キ シ メ
ー

タ （Nellcor　 N ・400）によ っ

て 連続的に 測定 した 。 SpO2 の 正常域は こ れ ま で

の 心拍数所見 との 関連 に 関 する検討か ら 40〜80％

と考えた 。

成績 ：5 例 の 分娩時 SI｝02は 40〜 75％ の 範囲内で

症例毎に ほぼ
一
定 レ ベ ル を推移 し 、 】 例で 硬膜外

プ ロ ヅ ク後に SpO2 の低下 を認めたが体位変換、

酸素投与によ り改 善がみ られ た 。 CCHB の 1例 、

SVT の 1例が分娩遷延の ため帝切 を行 っ た が他 の

3例 は経膣分娩が可能であ っ た。CCHB の 3 例は

新生児期にペ ース メ
ー

カ
ー

の装着を余儀な くされ

たが、良好に経過 して い る 。 SVT の 2 例は薬物治

療によ り頻脈 は軽快 した。

結論 ： 心拍数所見による評価が困難 な胎児不整脈

で は SpO2 によ る胎児 oxygenation の モ ニ タ リ ン

グによ り帝切 を回避 し、経膣分娩 も可能である 。
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【目的】　ラ ヅ ト胎仔 を用 い て 実験的に IUGR を

作成 し ， 抗 酸化 作用 を有す る Fe・chlorin 　 e6 ・

Na （FeCNa ）の oxidative 　stress に対す る効果につ

い て 検討を行 っ た。【方法 】妊娠 15 日目に Wister

系妊娠 ラ ヅ トの 子 宮動脈 の 結 紮を行 っ た （結紮

群）（N ＝ 23）。 また結紮群に FeCNa を経母獣的に 腹

腔内投与（妊娠 15・20ED し，FeCNa 投 与群 とした

（N ＝ 24）。 コ ン トロ
ー

ル 群は ， 開腹の み で結紮を行

わなか っ た群 と し た（N ＝ 22）。 妊娠 21 日目 に帝切

で胎仔の娩出を行い
， 胎仔心腔内よ り血液を採取

後 ， 脳及び肝組織を摘出し ， ホ モ ジネー トを作成

した 。 胎仔血 は遠心 分離 し ， 赤血球希釈液 を作成

し ， 赤血球 由来 O乏を chemiluminescence 法 ，

SOD 活性を xanthin −xanthinoxidase −NBT 反応

を吸光度か ら測定を した。脳及び 肝組織の 過酸化

脂質は八木法で 測定 し ， 組織蛋 白量 当 りの 過酸化

脂質量 とした 。 【成績 】結紮群で は コ ン トロ
ー

ル

群 に 比 べ 脳 肝 湿重 量 比が 大き く不 均衡型 IUGR

が作成 され た 。胎仔赤血球 由来 02 値は ， 結紮群で

有意に高値 を示 した が
，
FeCNa 投 与群では コ ン

トロ
ー

ル 群 と有意差は認めなか っ た。赤血球 SOD

活性は結紮群 ， FeCNa 活性に有意な低下 を認め

たが ， 胎仔脳及び肝組織におけ る過酸化脂質は コ

ン トロ
ール 群 と比較 し結紮群で は有意に高値 を

示 したが ，
FeCNa 群で は有意差は 示さなか っ た。

【結論】子官動脈 の結紮によ り ， IUGR ラ ッ トが

作成 され，酸素ラ ジ カ ル に よる oxidative 　 stress

を受け て い る こ とが証 明され た。FeCNa は抗酸化

活性 を 示 し組織の 脂質過酸化 を防御 して い る こ

とが わ か っ た 。 こ の こ とか ら IUGR 胎 仔 の

oxidative 　stress に よる障害に大 して FeCNa の投

与は有用 で あ ると考え られた。
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